
3 2

く
ち

お
圏
の

健
康
相
談
室

　　　

　
　

　
　

　
　

13

.

‘Q 酸っぱい食べ物が苦手に
舌の味覚変化についてお尋ねします。 20代頃までは、梅干し

やミカンなど酸っぱい食べ物が大好きでしたが、年を取るにつ
れて酸味の強い物がほとんど食べられなくなりました。 今では
トマトやイチゴ程度の酸っぱさでも、 食べるのに一苦労です。
甘いものは昔も今も大好きでよく食べます。 どうしたら、 若い
時のように酸っぱい物を食べられるでしょうか。

(流山市、 男性 ワ0歳)

味
は
、
甘
味
さ
塩
味
、
酸
味
、
苦

味
に
加
え
、
う
ま
味
の
五
つ
に
分
類

さ
れ
ま
す
。
ま
ず
は
、
こ
の
味
を
感

じ
る
仕
組
み
に
つ
い
て
説
明
し
ま

す
。
･味

を
感
じ
る
の
は
｢康
密
｣
と
呼

ば
れ
る
味
覚
器
官
で
、
口
の
中
全
体

に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
味
蕾
は

唾
液
な
ど
に
溶
け
た
食
物
の
中
の
味

物
質
を
感
知
し
て
、
そ
の
情
報
を
脳

に
伝
達
し
ま
す
。

味
蕾
の
3
分
の
2
は
舌
の
上
に
あ

物
質
が
空
気
に
乗
っ
て
口
の
中
か
ら

鼻
へ
入
り
、
匂
い
で
も
味
を
感
じ
て

い
ま
す
。

年
を
取
る
と
味
蕾
そ
の
も
の
の
数

が
減
少
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
さ
て
、
質
問
者
の
方
を
始
め
、

皆
さ
ん
は
唾
液
が
た
く
さ
ん
出
て
い

ま
す
か
?

、実
は
、
唾
液
は
酸
っ
ぱ
い
味
(酸

味
)
を
弱
め
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。

梅
干
し
を
食
べ
た
経
験
が
あ
れ
ば
、

梅
干
し
を
見
た
だ
け
で
自
然
と
唾
液

酸
っ
ぱ
い
物
が
平
気
で
食
べ
ら
れ
た

の
に
、
唾
液
が
少
な
い
た
め
に
、
酸

味
が
以
前
よ
り
強
く
感
じ
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

で
も
、そ
れ
は
年
齢
を
重
ね
て
い

く
と
誰
も
が
経
験
す
る
こ
と
で
す
。

唾
液
と
い
う
の
は
、甘
味
や
う
ま
味

な
ど
を
際
立
た
せ
･苦
味
や
酸
味
な

ど
の
刺
激
的
な
味
は
、弱
め
る
よ
う

に
働
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。で
す
か
ら
、唾
液
を
し
っ
か
り
出

せ
る
よ
う
に
工
夫
を
し
て
み
ま
し
ょ

を
清
潔
に
し
、味
の
セ
ン
サ
ー
で
あ

る
味
蕾
が
い
つ
も
正
常
に
働
い
て
く

れ
る
よ
う
に
す
る
の
も
大
切
で
す
。

唾
液
の
分
泌
を
促
進
す
る
た
め

に
、
耳
た
ぶ
の
下
や
、
ほ
お
骨
の
で

っ
ぼ
り
の
内
側
、
下
あ
ご
の
左
右
の

骨
あ
た
り
に
あ
る
唾
液
腺
を
指
で
マ

ッ
サ
1
ジ
し
た
り
、
口
を
｢ウ
｣
｢イ
｣

の
形
に
大
き
く
動
か
し
た
り
す
る
の

も
い
い
で
し
ょ
う
。

唾
液
が
出
る
工
夫
を
し
て
み
て
、

ど
う
か
楽
し
い
雰
囲
気
の
食
事
の
中

で
酸
っ
ぱ
い
物
に
も
挑
戦
し
て
み
て

下
さ
い
。
-

◇

県
歯
科
医
師
会
の
歯
科
医
が
ト
歯

や
口
に
関
す
る
皆
さ
ん
の
悩
み
や
相

談
に
お
答
え
し
ま
す
。
普
段
の
治
療

で
は
聞
け
な
い
こ
と
や
、
歯
や
口
に

関
す
る
悩
み
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電

話
番
号
を
明
記
し
、
〒
2
6
0
･
0

0
1
3
千
葉
市
中
央
区
中
央
4
の
博

の
3
読
売
新
聞
千
葉
支
局
｢お
口
の

健
康
相
談
室
｣
係
ま
で
、
は
が
き
か

フ
ァ
ク
ス

(o
4
3
･
2
2
5
･
2

1
9
0
)
、
メ
ー
ル

(o
け
庁
史
@
て

O
B
声
門-ご
OB
)
で
お
寄
せ
下
さ

}V

曲面霊
園幅
翼
離鰡爾霊
園
繭
爾

、、
′、"′-･無‘〆‐"‘′>･'′//、ノ}>′‐、>、
)‘'>〔′、、"′く′、て、'>くさ2‘、,(′′、く、′、("

6
2

8
2

8
1

7
T

9
0

9
0

2
2

2
2

2
2

2
2

2
2

2
2

･ 昭
更
篇繭
重
一詣寄
霊
め
,

9
4

7
3

8
1

7
1

9
1

9
0

2
2

2
2

2
2

2
2

2
2

2
2

調園
謡
園
臟
園離
國鬮
園鬮
爾

調園
幟続園繭㈱園繖調園稲-図
*薹爾

鰯雲
壼
爾

巍
義
翳

　
　

　　　　　
　
　　
　　
　　
　
　

巽コ
泊
月、鰄
-■■■凋

斑臥
粃駅、肺臓
汗臓
増

　

　

　

　
　
　
　　
　　
　　　　　
　　
　

6
1

8
1

8
0

7
0

9
0

9
9
･

2
2

2
2

2
2

2
2

2
2

2
1

-

′

ア

5

静
栩
昭
一栩
回
"知

擬
理
重一型
鬘
理
彌圃
贓
園謡
画
2 6

2 2

市場ごとの価格の前の丸数字などは量目

原
(中
)
-
-
=

=
--40
00
一畑
-
-
,卸
拇
印
和
一印
卸
-
-
-
=
-

佐
(高
)
=

-
-
-
-
一則
印
--卸

ニ

ー側
00
90
60
一印
葛
三

一
=
÷

本

本
袋
個
東
東
個
“
東
東
袋

④
本
袋
個
棗
東
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子
(中
)
200
200
一
三
900
130
一期
一閲
-
-
一皿
00
一皿
一皿
皿
印
-印
三

一

銚
(高
)
500
500
-即
脚
000
170
200
350
一閲
000
800
｣200

800
800
800
一000
200
印
000
180
一
一如

　

⑩
⑩
④
本
袋
⑩
東
東
②
個
“
④
⑩
東
個
⑧
⑲
④
④
⑧
④
袋
⑳
個
東
東
東

　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

津
-
(中
)
留
151
76
夏
観
劇
応
能
鵬
108
864
648
140
朝
173
270
惣
幻
-=
08
32
73
48
猯
節
笹

木
大
全局
)
脳
173
243
鮪
醐
140
即
162
216
140
醐
靴
圏
鵬
睨
378
108
脚
‐49
324
54
184
270
副
即
324

　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　

葉
,(中-)

140
140
一節
廠
旧
聞
ニ

ー都
一円
齢
封
引
靴
柘
鋭
-用
70
78
艶
府
=

千
(高
)
151
撤
第
一桝
140
140
216
259
-
-
-
-
一肌
鋭
鋭
町
鋭
騎
第
一89
18
一齢
四

)

.

“
東
袋

-

麟
東
袋

袋

東
東
東

シ
脚

･

リ

ガ

モ
モ
モ

.

況

ゆ

コ
ケ

、

当
レル
ウ扣骸ツサルギ
灯心抄身ラ雪ス材身イガト
ルギ
ス類ブリ

　　

　
　　　　　　　　　　　　　
　
　　　　　　　　
　

(

ダ
ニ
ゴ
ト
生
キ
コ
レ
長
ブ
イ
根
ハ
ニ
カ
ナ
ジ
サ
ヤ
キ
ト
ピ
タ
レ
ナ
カ
パ

-
警
察
庁
人
事
(
26
日
)
内
閣
官
房
副

長
官
補
付
(県
警
捜
査
第
2
課
長
)
高

塚
洋
志一公

開
取
り
締
ま
り
]

【26
日
】
◇
昼
間
▽
速
度
=
若
葉
区
、

稲
毛
区
、
船
橋
市
、
柏
市
、
佐
倉
市
、

長
南
町
▽
交
差
点
=
若
葉
区
、稲
毛
区
、

花
見
川
区
、
佐
倉
市
、
八
街
市

読
売
光
と
愛
の
事
業
団

0
3
‐
3
2
1
ワ
‐
3
4
7
3

▽
金
一封
=
白
井
市
･柴
田
亮
佑
さ

(ワ
月
ー
日
に
死
去
し
た
父
、
芳
範

、、lノ
ロ
一　口

]62目
“

A
唾
液
し
っ
か
り
出
す
工
夫
を

る
の
で
、
味
は
舌
で
感
じ
て
い
る
と

言
っ
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
風
邪
な
ど
で
鼻
が
詰
ま
っ

て
い
る
と
、
食
事
が
お
い
し
く
感
じ

ら
れ
ま
せ
ん
よ
ね
?

食
物
中
の
味

薄{

飜
麩
‘濃

｢

嶽
鱒

熱
勘

ト ･掟)いもも

が
湧
き
出
て
く
る
は
ず
で
す
。
こ
れ

は
梅
干
し
の
酸
味
を
弱
め
る
た
め
に

体
が
準
備
を
し
て
い
る
の
で
す
。

･高
齢
に
な
る
と
唾
液
の
分
泌
が
減

っ
て
き
ま
す
。
で
す
か
ら
、
今
ま
で

　　
　

　

　

ま
ず
は
、一食
事
の
時
は
し
っ
か
り

料
理
を
見
て
、
食
べ
る
よ
う
に
し
ま

す
。
テ
レ
ビ
な
ど
を
見
な
が
ら
な
ん

と
な
く
食
事
を
す
る
と
、
脳
か
ら
の

唾
液
を
分
泌
さ
せ
る
指
令
が
弱
ま

り
、
唾
液
量
が
減
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ス
ト
レ
ス
や
疲
労
が
た
ま
る
と

唾
液
の
分
泌
量
が
変
化
す
る
の
で
、

該
,

ス
ト
レ
ス
解
消
も
大
変
重
要
で
す
o

イ

ま
た
、｢舌
ブ
ラ
シ
｣と
呼
ば
れ
る

よ
う
な
柔
ら
か
め
の
ブ
ラ
シ
を
使
っ

て
舌
を
き
れ
い
に
す
る
な
ど
口
の
中

特
産
調
味
料
テ
ー
マ
に
演
劇

地
元
高
校
合
同
で
上
演
へ

■-胆鍵1- 園田.- 復旧‐割田lr霊.豆 --囮■
　 　

f冊編の霜嚇さ尚げ; 最資料野2
流
山
市
特
産
の
調
味
料
｢白
み
り
ん
｣
の
誕
生

2
0
0
年
を
機
に
、
流
山
お
お
た
か
の
森
高
校
と

野
田
中
央
高
校
の
演
劇
部
が
、
地
元
が
誇
る
調
味

料
を
テ
ー
マ
に
し
た
合
同
の
舞
台
劇
に
取
り
組
ん

で
い
る
。部
員
た
ち
は
卸
、
31
日
の
上
演
に
向
け
、

最
後
の
仕
上
げ
に
励
ん
で
い
る
。

(
松
本
勲
)

　
　
　
　

　　　　

ナ
劇
む
高

…
台
励
森
ち

…

…
舞
に
の
た

【

一

の
皆
か
員

…

　　　　　
　

　
　
　
　　
　
　
　
　　
　

現
在
の
｢み
り
ん
｣の
原
形
と
-

,さ
れ
る
白
み
り
ん
は
ー
8
1
4

年
(文
化
=
年
)、流
山
の
醸
造

家
、2
代
目
堀
切
紋
次
郎
が
開

発
し
た
と
さ
れ
る
。白
み
り
ん

は
そ
れ
ま
で
の
み
り
ん
と
比
べ

-て
色
が
淡
く
、江
戸
の
食
文
化

の
開
花
と
と
も
に
調
味
料
と
し

て
広
く
定
着
し
て
い
っ＼た
。

舞
台
劇
は
、流
山
お
お
た
か

の
森
高
が
｢白
み
り
ん
｣を
題
材

に
し
た
｢白
き
魔
術
の
継
承

者
｣、野
田
中
央
高
は
｢し
ょ
う

ゆ
｣
を
テ
ー
マ
に
し
た

シ

旨

1

タ

イ

ム

｢S
H
O
U
-
T
I
M
E
!
｣の

2
作
品
。い
ず
れ
も
脚
本
は
流

山
市
在
住
で
、同
市
を
舞
台
に

し
た
漫
画
｢球
世
主
=
｣(双
葉

社
)の
原
作
者
の
一人
、青
木
健
,

生
さ
ん
が
書
き
下
ろ
し
た
。

前
者
は
奥
手
な
男
子
生
徒

が
、
目
立
た
な
く
て
も
和
食
に

欠
か
せ
な
い
白
み
り
ん
の
よ
う

午
後
2
時
か
ら
流
山
市
文
化
会

館
、
31
日
午
後
4
時
か
ら
野
田

市
機
の
ホ
ー
ル
o

入
場
無
料
o

総
合
演
出
を
担
当
す
る
県
高
校

演
劇
連
盟
事
務
局
次
長
の
石
山

清
貴
さ
ん
(53
)は
｢地
元
が
誇

る
調
味
料
を
テ
ー
マ
に
、
若
い

世
代
の
等
身
大
の
姿
を
見
て
ほ

し
い
｣
と
話
し
て
る
。

問
い
合
わ
せ
は
流
山
市
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー

(似
る
ワ
ー

5
0
･
ワ
4
ワ
4
)･内
の
事
務

局
へ
。

-

鎌
ヶ
谷
田
店
舗
で

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

鎌
ヶ
谷
市
は
、
市
内
の
菓
子

店
や
観
光
農
園
な
ど
を
巡
る

｢お
か
し
な
鎌
ケ
谷
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
｣
を
実
施
し
て
い
る
。

梨
な
ど
の
農
産
物
に
恵
ま
れ
た

同
市
の
食
と
商
店
街
の
魅
力
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
の
が
狙
い
。

梨
園
を
は
じ
め
、
和
･洋
菓

子
店
な
ど
計
鶏
店
舗
が
参
加
。

買
い
物
し
た
際
に
押
し
て
も
ら

う
ス
タ
ン
プ
を
ジ
ャ
ン
ル
別
に

計
3
個
以
上
を
集
め
て
、
同
市
、

商
工
振
興
課
に
10
月
15
日
ま
で

に
持
参
か
郵
送
(当
日
消
印
有

効
)
で
応
募
す
れ
ば
、
抽
選
で

地
元
の
名
産
品
や
市
公
認
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
｢か
ま
た
ん
｣
の
グ

ッ
ズ
な
ど
が
当
た
る
。
同
一店

舗
の
ス
タ
ン
プ
は
無
効
。

応
募
は
が
き
付
き
チ
ラ
シ
は

参
加
店
と
市
内
の
公
共
施
設
で

配
布
。問
い
合
わ
せ
は
同
課
(0

4
ワ
‐4
4
5
‐1
1
4
1
)
へ
。

奥
村
さ
ん
決
勝
T
3
回
戦
敗
退

高
校

ミ

棋
竜
王
戦
(日
本
将
棋
連
盟
、

読
売
新
聞
社
主
催
)
=
写
真

=
。
県
代
表
の
幕
張
総
合
高
3

年
、
奥
村
匠
さ
ん
(18
)は
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
3
回
戦
で
敗
退

し
た
。

1 ･

女
子
招
待
の
4
人
を
含
む
豆

人
が
出
場
。
25
日
は
、
審
判
長

●-
‐｣
【

‘

‘

岬田

･

読
売
･日
本
テ
レ
ビ
文
化
セ
ン
タ
ー

【京
葉
】
ら
ら
ぽ
ー
と
T
O
K
Y
O

I
B
A
Y
三
井
ビ
ル
5
階
愈
o
4
7
･

4
3
4
･1
1
2
5
◇
m
月
か
ら
の
新

設
講
座
◆
わ
ぴ
ち
ゃ
ん
の
自
然
観
察
セ

ミ
ナ
ー

自
然
科
学
系
ラ
イ
タ
ー
の
岩

槻
秀
明
(わ
び
ち
ゃ
ん
)
さ
ん
。
第
ー

日
曜
10
時
◆
お
江
戸
と
房
総
｢よ
も
や

ま
話
｣
-
江
戸
東
京
博
物
館
･房
総
の

む
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
稲
本
隆

司
さ
ん
。･第
4
月
曜
13
時
◆
仏
像
の
想

い
固
學
院
大
學
専
任
講
師
･法
相
宗

僧
侶
の
有
働
智
奬
さ
ん
。
第
4
土
曜
中

時
30
分
。

ま

で
て
、

れ
足
べ

こ
満
比
′

これまでのビア牙ズス菌や乳酸菌で
満足できなかったあなたへ。
比べてください、 品質と実感 !
-′

、
‐ ^

インシップの ｢ビフィズスB B十乳酸菌｣は、
‐善玉菌の代表ビフィズス菌が15 0億個!
そして、そのビフィズス菌をサポートする
乳酸菌の一種、フェカリス菌も150億個!
さらにビフィズス菌の栄養となる2種類の＼
オリゴ糖を配合。三位一体で、あなたの
スッキリの毎日を応援します。′ 穀イ

.
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◎インシップ
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